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第
1
回
定
例
議
会
（
2
月
19
日
か
ら
3
月
29
日
）

が
開
か
れ
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
2
0
1
6
年
度

市
政
執
行
方
針
や
予
算
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

過
去
最
大
の
総
額
2
1
2
2
億
5
0
0
0
万
円
の

予
算
は
、
待
機
児
童
対
策
な
ど
市
民
の
声
を
反
映
し

た
取
り
組
み
は
あ
る
も
の
の
、
中
央
・
北
・
東
図
書

館
の
指
定
管
理
者
の
導
入
、
海
老
川
上
流
域
区
画
整

理
事
業
の
推
進
と
同
区
域
内
へ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の

第１回定例会

将
来
の
市
民
に
負
担
増

ム
ダ
使
い
と
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
新
年
度
予
算

移
転
計
画
、
三
番
瀬
学
習
館
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
浪
費
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
提
案
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
和
式
で
老
朽
化
が
著
し
い
学
校

ト
イ
レ
の
改
修
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
な
ど
は
遅
々

と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
予
算
の
組
み
換
え
を
提
案
し

（
表
）、
市
長
の
予
算
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

船
橋
市
の
図
書
館
運
営
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
条

例
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
指
定
管
理
者
に

よ
る
不
適
切
な
選
書
問
題
等
が

指
摘
さ
れ
る
中
、
市
長
か
ら
市

民
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
も
な

く
、
唐
突
に
条
例
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

船
橋
市
は
こ
れ
ま
で
図
書
館

の
正
規
職
員
を
減
ら
し
、
人
材

育
成
を
怠
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
、
市
が
直

営
を
堅
持
し
、
職
員
は
正
規
に

雇
用
し
育
成
し
て
こ
そ
実
現
で

き
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
指
定
管
理
者

の
導
入
に
反
対
し
ま
し
た
が
、

多
数
で
可
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

市
民
の
声
を
聞
か
ず
民
間
に
丸
投
げ

図
書
館
に
指
定
管
理
者
導
入

健 康 福 祉 委 員
議 会 運 営 委 員

市民環境経済委員長
会 派 代 表
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松崎 さち
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坂井 洋介
高根台7-14-4-1
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今
議
会
、
新
た
に
市
長
か
ら

医
療
セ
ン
タ
ー
を
海
老
川
上
流

域
区
画
整
理
事
業
計
画
予
定
地

（
夏
見
・
東
町
・
米
ヶ
崎
）
に

移
転
す
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ

ン
」
構
想
の
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
け

で
も
、

①
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

を
隣
接
で
な
く
移
転
で
行
う

と
、
将
来
の
建
て
替
え
用
地

分
も
合
わ
せ
2
倍
の
広
さ
が

必
要
に
な
る
。

②
新
た
な
方
針
決
定
に
あ
た
り
、

「
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

を
し
て
い
な
い
の
で
、
将
来

の
市
の
財
政
支
出
が
ど
う
な

る
の
か
不
明
で
あ
る
。

③
同
事
業
地
は
、
軟
弱
地
盤
で

土
地
造
成
な
ど
事
業
費
が
嵩

み
「
減
歩
率
（
※
）
が
厳
し
く

財
政
支
出
不
明
の

「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
構
想

海
老
川
区
画
整
理
事
業
の
問
題
点

高根木戸第３号公園（かいじゅう公園）
　トリケラトプス等、恐竜の大型模型があることから通

称「かいじゅう公園」と呼ばれています。タコのすべり

台などもあり、子どもたちに人気です。昭和のころ団地

の中に作られた公園です。

船橋再発見

自転車駐輪場使用料値上げ分 34,838 
自衛官募集事務費 78 
東葉高速鉄道㈱出資金等 901,300 
DBO 方式の南部清掃工場建設費 543,018 
船橋駅南口再開発事業の元金返済分 429,800 

特別養護老人ホーム建設費 900,000
認可保育所新設費 1,250,000
子どもの医療費は高校生まで窓口完全無料に 617,400 
放課後ルーム増設 260,000 
国民健康保険料を一人１万円引き下げる 1,490,000 
後期高齢者保険料の値上げ分を市が助成 224,225 
住宅リフォーム地域経済応援事業 300,000 
公園を増やす 736,500 
全特別支援学級に支援員を配置 102,440
可動式黒板を全教室に設置 175,800 
給付制奨学金制度の創設 150,000 
給食費・教材費等の無償化 4,000,000 

平成28年度船橋市一般会計予算 日本共産党組替案の主なもの  
( 千円）＜歳入・歳出の削減＞

＜歳出の追加＞  

な
る
」。

④
こ
の
地
域
の
区
画
整
理
計
画

は
東
葉
高
速
鉄
道
の
建
設
に

合
わ
せ
作
ら
れ
た
が
、
25
年

間
地
権
者
の
合
意
が
得
ら
れ

ず
、
進
ん
で
い
な
い
。

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

区
画
整
理
事
業
は
財
政
的
な

リ
ス
ク
が
大
き
く
、
す
で
に
着

手
し
て
い
る
船
橋
市
飯
山
満
区

画
整
理
事
業
で
は
65
億
円
も
市

費
を
投
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
市
民
に
莫
大
な
負
担

増
を
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
る

「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
」

は
検
討
し
直
す
べ
き
で
す
。

※
事
業
費
を
ね
ん
出
す
る
た

め
、
地
権
者
が
土
地
を
拠
出

し
あ
う
40
％
～
60
％
等
の

「
減
歩
率
」
が
あ
り
ま
す
。

参
院
選
に
挑
戦
し
ま
す

党県女性部長（千葉選挙区） 

浅野  ふみ子 

党准中央委員（比例代表） 

椎葉かずゆき
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市
立
船
橋
高
等
学
校
の
普
通

科
は
、
通
学
区
域
を
市
内
に
限

定
し
て
い
ま
す
が
、
2
0
1
7

年
度
か
ら
市
内
県
立
高
校
並
に

拡
大
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
船
は
、
市
民
の
税
金
で
成

り
立
っ
て
い
る
市
立
高
校
で

す
。
し
か
し
現
状
は
普
通
科
は

22
％
、
商
業
科
が
77
％
、
体
育

科
で
は
81
％
が
市
外
中
学
校
の

出
身
者
で
す
。
「
市
民
の
た
め

の
高
校
」
と
は
呼
び
に
く
い
の

が
実
態
で
す
。

　

市
内
全
27
中
学
校
の
2
年
生

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
21
・
6
％

が
「
市
船
普
通
科
に
入
学
し
た

　

福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
市

内
で
低
減
化
対
策
（
い
わ
ゆ
る

除
染
）
で
発
生
し
た
土
壌
等
を

高
瀬
下
水
処
理
場
内
で
一
時
仮

置
き
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
除

染
土
を
県
内
の
管
理
型
最
終
処

分
場
（
君
津
市
・
富
津
市
）
に

埋
め
立
て
処
分
を
す
る
予
算
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
処
分
場
は
す
べ
て

水
道
水
や
農
業
用
水
の
水
源
地

に
あ
り
ま
す
。
埋
め
立
て
を
め

ぐ
っ
て
は
処
分
場
周
辺
で
大
き

な
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
管
理
型
処
分
場
は
構
造

上
、
汚
染
物
質
が
外
に
漏
れ
出

す
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

実
際
に
、
君
津
市
の
管
理
型

処
分
場
に
お
い
て
埋
め
立
て
地

い
」
と
の
回
答
結
果
が
あ
り
ま

す
。
希
望
者
全
員
が
受
験
す
れ

い
い
の
か
!? 

市
立
船
橋
高
校

普
通
科
も
市
外
受
け
入
れ

ば
、
倍
率
は
4
・
5
倍
に
も
な

り
ま
す
。

　

今
必
要
な
こ
と
は
、
市
内
の

中
学
生
に
こ
そ
門
戸
を
広
げ
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

船
橋
市
は
昨
年
4
月
、
1
0
6

7
人
の
待
機
児
を
だ
し
全
国
ワ

ー
ス
ト
2
で
し
た
。
よ
う
や
く

対
策
に
本
腰
が
入
り
、
昨
年
度

は
1
0
5
3
人
分
の
保
育
所
等

を
整
備
し
、
新
年
度
も
1
1
7

3
人
分
の
保
育
所
等
の
整
備
が

予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
8
1
5
人
の
認
可

保
育
所
待
機
児
が
で
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
不
足
も
深
刻

で
す
。
公
立
保
育
所
の
保
育
士

が
昨
年
4
月
時
点
で
85
人
不
足

し
、
定
員
に
空
き
が
あ
る
の
に

2
8
8
人
も
入
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
正
規
保
育
士
の
増
員
や
臨

時
保
育
士
の
待
遇
改
善
が
は
か

ら
れ
ま
し
た
が
、
保
育
士
不
足

は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
待
機
児
童
問
題
の
解

消
を
「
規
制
緩
和
」
で
ご
ま
か

し
、
職
員
の
配
置
基
準
や
施
設

基
準
を
低
下
さ
せ
ま
し
た
。
船

橋
市
で
も
、
保
育
の
安
全
や
質

を
損
な
う
条
例
に
改
悪
さ
れ
ま

し
た
。

　

保
育
士
の
待
遇
改
善
と
認
可

保
育
所
の
増
設
こ
そ
急
務
で
す
。

内
の
保
有
水
が
外
部
に
漏
れ
出

す
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

埋
め
立
て
計
画
は
白
紙
に
戻

す
べ
き
だ
と
質
し
ま
し
た
が

「
県
が
安
全
性
を
認
め
た
施
設

で
も
あ
り
、
処
分
を

進
め
て
い
く
」
と
市

は
処
分
を
強
行
す
る

姿
勢
で
す
。

　

原
発
が
稼
働
し
続

け
る
限
り
、
こ
う
し

た
汚
染
物
質
、
廃
棄

物
の
問
題
は
無
く
な

り
ま
せ
ん
。
日
本
共

産
党
は
、
汚
染
物
質

の
問
題
と
併
せ
て
引

き
続
き
原
発
ゼ
ロ
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
3
月
を
も
っ
て
、
船
橋

オ
ー
ト
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

公
営
競
技
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
あ

り
、
日
本
共
産
党
は
ギ
ャ
ン
ブ

ル
に
財
政
を
依
存
す
る
こ
と
自

体
反
対
し
て
き
ま
し
た
。

結
果
共
産公清新自政市

ネ民研

平成28年度船橋市一般会計予算 ○×○○○○○○○○

船橋市図書館条例 ○×○○ ○○×○○

軽減税率の導入ではなく消費税増税
の中止を求める意見書 ×○×××××○××

「介護離職ゼロ」に向けた抜本的対
策を求める意見書 ×○×××××○××

沖縄県名護市辺野古への新基地建設
をめぐる、地方自治の侵害を中止す
るよう求める意見書

×○×××××○××

緊急事態条項の新設を内容とする改
憲策動の中止を求める意見書 ×○×××××○××

給付型奨学金制度の創設を求める意
見書 ×○××○××○○×

主な議案・発議案の審議結果

【略　称】　共：日本共産党（8人）、公：公明党（10 人）、清：船橋清風会（6人）、新：新政（6人）、
自：自由民主党（5人）、政：市政会（5人）、市ネ：市民社会ネットワーク（4人 )、民：民主党（3人）、
研：研政会（3人 )、退：退席

○
退：1

　

三
番
瀬
海
浜
公
園
・
温
水

プ
ー
ル
施
設
棟
を
改
修
し
、
来

年
7
月
に
環
境
学
習
館
が
開
館

予
定
で
す
。

　

三
番
瀬
は
、
冬
の
10
万
羽

以
上
の
ス
ズ
ガ
モ
を
は
じ
め
、

1
0
0
種
も
の
鳥
類
が
飛
来

す
る
な
ど
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

（
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
帯
に
関

す
る
条
約
）
の
登
録
条
件
を
満

た
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
生
物

を
育
む
干
潟
・
浅
瀬
を
こ
れ
以

上
後
退
さ
せ
ず
、
漁
場
の
再
生

に
と
り
く
み
つ
つ
、
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
の
登
録
地
と
し
て
地
球

規
模
で
の
保
全
を
め
ざ
す
こ
と

が
船
橋
市
の
課
題
で
す
。

　

し
か
し
市
は
、
環
境
学
習
館

は
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
ま

で
考
え
た
施
設
で
は
な
い
」
と

明
言
し
、
専
門
員
を
置
か
な
い

意
向
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
三
番
瀬
環

境
学
習
館
に
専
門
員
を
配
置

し
、
三
番
瀬
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
を
め
ざ
し
た
調
査
研

究
、
発
信
の
拠
点
と
す
る
よ
う

提
案
し
て
い
ま
す
。

三
番
瀬
環
境
学
習
館
は
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
を
め
ざ
す
拠
点
に

新年度予算で実施
○自転車駐輪場整理員ボックスにエア
コン取付
　○防災井戸の整備（新高根・芝山地区）
　○交通不便地域解消事業でバスの試験
運行（二和グリーンハイツ～馬込沢駅）
　○マンションを含む持家の共用部分の
バリアフリー化工事費助成
　○高齢者の住環境改善のための住み替
え費用助成
　○二宮中・行田西小に自閉症・情緒障害
特別支援学級、習志野台第一小に言語
障害通級指導教室開設
　〇空家等の実態を調査し、空家等対策計
画を策定
　〇生活保護世帯及びひとり親世帯等の
中学生に４か所で学習支援を行う
　〇アンデルセン公園シャトルバス運行
　〇東消防署古和釜分署及び消防訓練場
を整備
　〇 40歳以上の国民健康保険・後期高齢
者医療制度加入者に人間ドック費助成
　〇ゴミ出し困難高齢者等を支援する「ふ
れあい収集」を全市域で実証実施

　

市
内
小
中
学
校
で
改
修
対
象

と
な
っ
て
い
る
ト
イ
レ
は
、
76

校
1
7
0
系
統
。
市
の
計
画
で

は
、
平
成
37
年
ま
で
の
10
年
間

で
改
修
、
破
損
の
場
合
は
修
繕

で
対
応
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
今
年

入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
が
卒
業

し
て
も
、
改
修
が
終
わ
り
ま
せ

ん
。

　

予
算
を
増
額
し
、
計
画
期
間

の
短
縮
を
求
め
ま
し
た
が
、
教

育
委
員
会
は
「
（
屋
内
運
動
場

の
）
天
井
落
下
防
止
対
策
を
3

年
で
完
了
さ
せ
た
い
。
そ
の
間

は
こ
の
計
画
で
進
め
る
」
と
、

計
画
の
見
直
し
は
示
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

市
長
も
答
弁
に
立
ち
「
ど
っ

ち
を
優
先
す
る
か
は
あ
る
。
鋭

意
努
力
は
し
て
い
く
」
と
答
え

ま
し
た
が
、
予
算
を
つ
け
れ
ば

期
間
の
短
縮
は
可
能
で
す
。　

　

安
心
し
て
使
え
る
ト
イ
レ
の

設
置
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
教
育

環
境
を
軽
視
し
た
市
長
の
姿
勢

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
源
地
に
汚
染
物
質
を

埋
め
立
て
る
な
！

「
保
育
園
落
ち
た
」

船
橋
で
も
深
刻
な
待
機
児
問
題

ギ
ャ
ン
ブ
ル
施
設
よ
う
や
く
廃
止

「
船
橋
オ
ー
ト
」

　

船
橋
は
「
オ
ー
ト
レ
ー
ス
発

祥
の
地
」
な
ど
と
宣
伝
も
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
で
の
家
庭
崩
壊
、
周
辺
住

民
へ
の
騒
音
被
害
、
交
通
渋
滞

な
ど
迷
惑
施
設
で
し
た
。
収
支

が
赤
字
に
な
っ
て

廃
止
に
税
金
を
つ

ぎ
こ
む
前
に
や
め

る
べ
き
で
し
た
。

　

「
カ
ジ
ノ
」
に

期
待
す
る
よ
う
な

風
潮
も
あ
り
ま
す

が
、
「
公
営
」
で

も
博
打
は
博
打
。

同
じ
轍
を
踏
ん
で

は
な
ら
な
い
、
教

訓
に
こ
そ
す
べ
き

で
す
。

「
臭
い
」「
汚
い
」「
壊
れ
て
い
る
」

学
校
ト
イ
レ
の
改
修
を
早
急
に

放
射
能


